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書籍『松尾潔のメロウなライナーノーツ』が 2025 年 6 ⽉ 20 ⽇に発売に 

300 タイトル以上から厳選した 52 本の 90 年代 R&B 作品を収録！ 
 

 

 
 
インプレスグループで⾳楽関連のメディア事業を⼿掛ける株式会社リットーミュージック（本社：
東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：松本⼤輔）は、『松尾潔のメロウなライナーノーツ』を、2025
年 6 ⽉ 20 ⽇に発売します。 
本書は、⾳楽プロデューサー・作家として活躍している松尾潔⽒の原点となる、300 タイトル以上
にも及ぶ 90 年代 R&B の CD ライナーノーツから⾃選・厳選して 52 本を収録したものになりま
す。歴史的な名盤から私的愛蔵盤、さらにはベスト盤までのさまざまな作品に寄せられた解説は、
資料的な正確さに⽀えられながらも多彩なアプローチが試みられており、エンターテインメント
としても読み応えのある内容です。また、現地で収録されたアーティストの⽣の声もふんだんに
盛り込まれているので、25 年後の今、「答え合わせ」を楽しむのもスリリングな体験でしょう。 
 
 
 



 
 

 
 



 
 
 

 
 



 
 

 
 
■書誌情報 
書名：松尾潔のメロウなライナーノーツ 
著者：松尾潔 
定価：3,300 円（本体 3,000 円＋税 10%） 
発売：2025 年 6 ⽉ 20 ⽇ 
発⾏：リットーミュージック 
商品情報ページ https://www.rittor-music.co.jp/product/detail/3125317102/ 
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PROFILE 
1968年、福岡市⽣まれ。⾳楽プロデューサー・作家。早稲⽥⼤学在学中より R&B ジャーナリス
トとして活動。「ニュージャックスウィング」をいち早く⽇本に紹介。豊富な海外取材をベース
とした執筆活動やメディア出演を重ね、20 代にしてアメリカの業界誌『BLACK RADIO 
EXCLUSIVE』に「⽇本の R&B市場に最も影響⼒をもつ⼈物」と紹介される。 
久保⽥利伸との交流をきっかけに 90 年代半ばから⾳楽制作に携わり、SPEED、MISIA、宇多⽥
ヒカルのデビューにブレーンとして参加。その後プロデューサー、ソングライターとして平井
堅、CHEMISTRY、東⽅神起、SMAP、JUJU等に提供した楽曲の累計セールスは 3000万枚を超
す。EXILE｢Ti Amo｣(作詞・作曲)で⽇本レコード⼤賞、天童よしみ｢帰郷｣で⽇本作詩⼤賞、JUJU
『DELICIOUS 2』(アルバムプロデュース)で⽇本ゴールドディスク⼤賞〈ジャズ・アルバム・オ
ブ・ザ・イヤー〉を受賞するなど、ヒット曲・受賞歴多数。著書に⼩説『永遠の仮眠』(新潮
社)、社会時評集『おれの歌を⽌めるな』(講談社)など。 
2010 年にスタートした NHK-FMの R&B プログラム「松尾潔のメロウな夜」(DJ・選曲・構成)
は、2024 年に惜しまれつつ放送終了。本書は同番組終了後初めての⾳楽本となる。 
 
 



【株式会社リットーミュージック】https://www.rittor-music.co.jp/ 
『ギター・マガジン』『サウンド＆レコーディング・マガジン』等の楽器演奏や⾳楽制作を⾏うプ
レイヤー＆クリエイター向け専⾨雑誌、楽器教則本等の出版に加え、電⼦出版、映像・⾳源の配信
等、⾳楽関連のメディア＆コンテンツ事業を展開しています。新しく誕⽣した多⽬的スペース「御
茶ノ⽔ RITTOR BASE」の運営のほか、国内最⼤級の楽器マーケットプレイス『デジマート』や T
シャツのオンデマンド販売サイト『T-OD』等のWebサービスも⼈気です。 
 
【インプレスグループ】https://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代⽥区、代表取締役：松本⼤輔、証券コ
ード：東証スタンダード市場 9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「⾳楽」「デ
ザイン」「⼭岳・⾃然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理⼯学」を主要テーマに
専⾨性の⾼いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテ
ンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も⼿がけています。 
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【本件に関するお問合せ先】 
株式会社リットーミュージック 広報担当 
E-mail: pr@rittor-music.co.jp 


